















































Lacan and Zen Buddhism
The verbalization of the Real as Absolute Nothingness
Noriaki NISHIMURA





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を思議すること」（鈴木 , 1950/1968, p.15）である．般
若智を以ってすれば，「観念であろうと，感情であろ
うと，何であろうと，それに繋縛せられることがなく
















































木 , 1950/1968, p.44）．
　では，「Ａ≠Ａ，それ故に
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